
(57)【要約】

【課題】　秘匿性を確保しつつ簡単な操作で、ユーザプ

ロファイルをサーバに送信することができるようにする

。

【解決手段】　図１のクライアント（ユーザ端末）１Ａ

のユーザプロファイル記憶部１７には、ユーザが過去に

操作対象とした複数のコンテンツの履歴を示すユーザプ

ロファイルが記憶されている。このユーザプロファイル

をサーバ３に送信する必要がある場合、プロファイル加

工部１８は、このユーザプロファイルの少なくとも一部

を所定のルールに従って加工し、その結果得られる情報

を加工ユーザプロファイルとして、通信制御部１４とネ

ットワーク２を介してサーバ３に送信する。サーバ３は

、この加工ユーザプロファイルに基づいて、ユーザに推

薦すべきコンテンツを決定する処理等を実行する。本発

明は、ユーザが使用するクライアント（ユーザ端末）に

適用可能である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ユ ー ザ が 使 用 す る 第 １ の 情 報 処 理 装 置 と 、 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 と の 間 で 通 信 が 行 な わ れ
る 情 報 処 理 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、
　 　 前 記 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 を 記 憶 し
て い る 記 憶 手 段 と 、
　 　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ
て 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 と し て 出 力 す る 加 工 手 段 と 、
　 　 前 記 加 工 手 段 か ら 出 力 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 す る
第 １ の 通 信 手 段 と
　 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 は 、
　 　 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 受 信 す る 第 ２ の 通 信 手 段
と 、
　 　 前 記 第 ２ の 通 信 手 段 に 受 信 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 ユ ー ザ に 推 薦 す
べ き コ ン テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定 す る 決 定 手 段 と 、
　 　 前 記 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ た １ 以 上 の 前 記 コ ン テ ン ツ の 候 補 の そ れ ぞ れ を 特 定 可 能
な 情 報 が 羅 列 さ れ た リ ス ト を 生 成 す る リ ス ト 生 成 手 段 と
　 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 の 前 記 第 ２ の 通 信 手 段 は 、 さ ら に 、 前 記 リ ス ト 生 成 手 段 に よ り
生 成 さ れ た 前 記 リ ス ト を 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 し 、
　 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 の 前 記 第 １ の 通 信 手 段 は 、 さ ら に 、 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 か
ら 送 信 さ れ た 前 記 リ ス ト を 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ユ ー ザ が 使 用 す る 第 １ の 情 報 処 理 装 置 と 、 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 と の 間 で 通 信 が 行 な わ れ
る 情 報 処 理 シ ス テ ム の 情 報 処 理 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 前 記 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履
歴 を 示 す 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情
報 を 加 工 履 歴 情 報 と し て 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 し 、
　 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 は 、 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 の 前 記 通 信 手 段 か ら 送 信 さ れ た 前
記 加 工 履 歴 情 報 を 受 信 し 、 受 信 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 に 基 づ い て 前 記 ユ ー ザ に 推 薦 す べ
き コ ン テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定 し 、 決 定 さ れ た １ 以 上 の 前 記 コ ン テ ン ツ の 候 補 の そ れ ぞ
れ を 特 定 可 能 な 情 報 が 羅 列 さ れ た リ ス ト を 生 成 し 、 生 成 さ れ た 前 記 リ ス ト を 前 記 第 １ の 情
報 処 理 装 置 に 送 信 し 、
　 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た 前 記 リ ス ト を 受 信
す る
　 こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 を 記 憶 し て い る
記 憶 手 段 と 、
　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ て
加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 と し て 出 力 す る 加 工 手 段 と 、
　 前 記 加 工 手 段 か ら 出 力 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 他 の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 す る 通 信 手 段
と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 他 の 情 報 処 理 装 置 が 、 前 記 情 報 処 理 装 置 の 前 記 通 信 手 段 か ら 送 信 さ れ た 前 記 加 工 履
歴 情 報 に 基 づ い て 前 記 ユ ー ザ に 推 薦 す べ き コ ン テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定 し 、 決 定 さ れ た
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１ 以 上 の 前 記 コ ン テ ン ツ の 候 補 の そ れ ぞ れ を 特 定 可 能 な 情 報 が 羅 列 さ れ た リ ス ト を 生 成 し
、 前 記 リ ス ト を 前 記 情 報 処 理 装 置 に 送 信 し て き た 場 合 、 前 記 通 信 手 段 は 、 さ ら に 、 前 記 他
の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た 前 記 リ ス ト を 受 信 し 、
　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 履 歴 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 通 信 手 段 に 受 信 さ れ た 前
記 リ ス ト に 含 ま れ る 各 情 報 の そ れ ぞ れ で 特 定 さ れ る １ 以 上 の 前 記 コ ン テ ン ツ の 候 補 の 中 か
ら 、 前 記 ユ ー ザ に 推 薦 す べ き コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 決 定 手 段 を さ ら に 備 え る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 を 記 憶 し て い る
記 憶 手 段 と 、
　 他 の 情 報 処 理 装 置 と の 間 で 通 信 を 行 う 通 信 手 段 と
　 を 備 え る 情 報 処 理 装 置 の 情 報 処 理 方 法 に お い て 、
　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ て
加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 と し て 出 力 す る 加 工 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 加 工 ス テ ッ プ の 処 理 の 結 果 と し て 出 力 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 、 前 記 通 信 手 段 か
ら 前 記 他 の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 す る こ と を 制 御 す る 通 信 制 御 ス テ ッ プ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 を 記 憶 し て い る
記 憶 手 段 と 、
　 サ ー バ と の 間 で 通 信 を 行 う 通 信 手 段 と
　 を 備 え る ク ラ イ ア ン ト を 制 御 す る コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ て
加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 と し て 出 力 す る 加 工 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 加 工 ス テ ッ プ の 処 理 の 結 果 と し て 出 力 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 、 前 記 通 信 手 段 か
ら 前 記 サ ー バ に 送 信 す る こ と を 制 御 す る 通 信 制 御 ス テ ッ プ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 情 報 処 理 シ ス テ ム お よ び 方 法 、 情 報 処 理 装 置 お よ び 方 法 、 並 び に プ ロ グ ラ ム
に 関 し 、 特 に 、 秘 匿 性 を 確 保 し つ つ 簡 単 な 操 作 で ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を サ ー バ に 送 信 す る
こ と が で き る 、 情 報 処 理 シ ス テ ム お よ び 方 法 、 情 報 処 理 装 置 お よ び 方 法 、 並 び に 、 プ ロ グ
ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を ユ ー ザ 端 末 か ら 通 信 に よ り 取 得 し 、 そ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ
ル を 利 用 し て 各 種 処 理 、 例 え ば 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 適 し た 情 報 を 推 薦 す る 処 理 を 行 う サ ー バ
が 登 場 し て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な サ ー バ に 送 信 さ れ る ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 、 ユ ー ザ の 個 人 情 報 そ の も の で あ
る の で 、 何 か し ら の 保 護 が 必 要 と な る 。 こ の た め 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 ユ ー ザ プ ロ フ
ァ イ ル を 保 護 す る 仕 組 み を 設 け て 、 渡 し て も 良 い 情 報 を ユ ー ザ 自 身 で 選 択 す る 手 法 が 開 示
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2002-1093714号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た よ う な 従 来 の 手 法 を 利 用 し て ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ
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ル の 保 護 を 図 る た め に は 、 ユ ー ザ は 、 そ の 都 度 設 定 し た り 或 い は 特 定 の サ ー ビ ス に 登 録 す
る と い っ た 煩 雑 で 面 倒 な 操 作 を 行 わ な け れ ば な ら な い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 本 願 出 願 人 は 、 こ の よ う な 特 定 の サ ー ビ ス を 利 用 せ ず に 、 対 応 す る 機 能 を 送 信 側
で 実 現 可 能 な 手 法 を 発 明 し 、 特 願 ２ ０ ０ ２ － ０ ９ ５ ４ １ ４ 号 と し て 出 願 し て い る 。 た だ し
、 こ の よ う な 手 法 を た と え 利 用 し た と し て も 、 ユ ー ザ が 自 分 自 身 で 設 定 す る 必 要 が あ る こ
と は 何 等 変 わ る こ と は な く 、 上 述 し た 課 題 を 充 分 に 解 決 し て い る と は 言 い 難 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 秘 匿 性 を 確 保 し つ つ 簡 単 な 操
作 で ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を サ ー バ に 送 信 す る こ と が で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 シ ス テ ム は 、 ユ ー ザ が 使 用 す る 第 １ の 情 報 処 理 装 置 と 、 第 ２ の 情 報 処
理 装 置 と の 間 で 通 信 が 行 な わ れ る 情 報 処 理 シ ス テ ム で あ っ て 、 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 ユ
ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 を 記 憶 し て い る 記 憶
手 段 と 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 加
工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 と し て 出 力 す る 加 工 手 段 と 、 加 工 手 段 か ら 出
力 さ れ た 加 工 履 歴 情 報 を 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 す る 第 １ の 通 信 手 段 と を 備 え 、 第 ２ の
情 報 処 理 装 置 は 、 第 １ の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た 加 工 履 歴 情 報 を 受 信 す る 第 ２ の 通 信
手 段 と 、 第 ２ の 通 信 手 段 に 受 信 さ れ た 加 工 履 歴 情 報 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ に 推 薦 す べ き コ ン
テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定 す る 決 定 手 段 と 、 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ た １ 以 上 の コ ン テ ン
ツ の 候 補 の そ れ ぞ れ を 特 定 可 能 な 情 報 が 羅 列 さ れ た リ ス ト を 生 成 す る リ ス ト 生 成 手 段 と を
備 え 、 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 の 第 ２ の 通 信 手 段 は 、 さ ら に 、 リ ス ト 生 成 手 段 に よ り 生 成 さ れ
た リ ス ト を 第 １ の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 し 、 第 １ の 情 報 処 理 装 置 の 第 １ の 通 信 手 段 は 、 さ ら
に 、 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た リ ス ト を 受 信 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 シ ス テ ム の 情 報 処 理 方 法 は 、 ユ ー ザ が 使 用 す る 第 １ の 情 報 処 理 装 置 と
、 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 と の 間 で 通 信 が 行 な わ れ る 情 報 処 理 シ ス テ ム の 情 報 処 理 方 法 で あ っ
て 、 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示
す 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加
工 履 歴 情 報 と し て 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 し 、 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 は 、 第 １ の 情 報 処 理
装 置 の 通 信 手 段 か ら 送 信 さ れ た 加 工 履 歴 情 報 を 受 信 し 、 受 信 さ れ た 加 工 履 歴 情 報 に 基 づ い
て ユ ー ザ に 推 薦 す べ き コ ン テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定 し 、 決 定 さ れ た １ 以 上 の コ ン テ ン ツ
の 候 補 の そ れ ぞ れ を 特 定 可 能 な 情 報 が 羅 列 さ れ た リ ス ト を 生 成 し 、 生 成 さ れ た リ ス ト を 第
１ の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 し 、 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た
リ ス ト を 受 信 す る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 シ ス テ ム お よ び 方 法 に お い て は 、 ユ ー ザ が 使 用 す る 第 １ の 情 報 処 理 装
置 と 、 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 と の 間 で 通 信 が 行 な わ れ る 。 詳 細 に は 、 第 １ の 情 報 処 理 装 置 に
よ り 、 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 の 少 な く と
も 一 部 が 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 加 工 さ れ 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 が 加 工 履 歴 情 報 と し て 第
２ の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 さ れ る 。 す る と 、 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 に よ り 、 加 工 履 歴 情 報 が 受
信 さ れ 、 受 信 さ れ た 加 工 履 歴 情 報 に 基 づ い て ユ ー ザ に 推 薦 す べ き コ ン テ ン ツ の 候 補 が １ 以
上 決 定 さ れ 、 決 定 さ れ た １ 以 上 の コ ン テ ン ツ の 候 補 の そ れ ぞ れ を 特 定 可 能 な 情 報 が 羅 列 さ
れ た リ ス ト が 生 成 さ れ る 。 そ し て 、 生 成 さ れ た リ ス ト が 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 か ら 第 １ の 情
報 処 理 装 置 に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 装 置 は 、 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示
す 履 歴 情 報 を 記 憶 し て い る 記 憶 手 段 と 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 履 歴 情 報 の 少 な く と も
一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 と し て 出 力 す
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る 加 工 手 段 と 、 加 工 手 段 か ら 出 力 さ れ た 加 工 履 歴 情 報 を 他 の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 す る 通 信
手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 情 報 処 理 装 置 が 、 情 報 処 理 装 置 の 通 信 手 段 か ら 送 信 さ れ た 加 工 履 歴 情 報 に 基 づ い て
、 ユ ー ザ に 推 薦 す べ き コ ン テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定 し 、 決 定 さ れ た １ 以 上 の コ ン テ ン ツ
の 候 補 の そ れ ぞ れ を 特 定 可 能 な 情 報 が 羅 列 さ れ た リ ス ト を 生 成 し 、 リ ス ト を 情 報 処 理 装 置
に 送 信 し て き た 場 合 、 通 信 手 段 は 、 さ ら に 、 他 の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た リ ス ト を 受
信 し 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 履 歴 情 報 に 基 づ い て 、 通 信 手 段 に 受 信 さ れ た リ ス ト に 含
ま れ る 各 情 報 の そ れ ぞ れ で 特 定 さ れ る １ 以 上 の コ ン テ ン ツ の 候 補 の 中 か ら 、 ユ ー ザ に 推 薦
す べ き コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 決 定 手 段 を さ ら に 設 け る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 装 置 に お い て は 、 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の
履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 が 記 憶 さ れ て お り 、 そ の 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 が 所 定 の ル ー ル に
従 っ て 加 工 さ れ 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 が 加 工 履 歴 情 報 と し て 他 の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 方 法 は 、 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示
す 履 歴 情 報 を 記 憶 し て い る 記 憶 手 段 と 、 他 の 情 報 処 理 装 置 と の 間 で 通 信 を 行 う 通 信 手 段 と
を 備 え る 情 報 処 理 装 置 の 情 報 処 理 方 法 で あ っ て 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 履 歴 情 報 の 少
な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 と し
て 出 力 す る 加 工 ス テ ッ プ と 、 加 工 ス テ ッ プ の 処 理 の 結 果 と し て 出 力 さ れ た 加 工 履 歴 情 報 を
、 通 信 手 段 か ら 他 の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 す る こ と を 制 御 す る 通 信 制 御 ス テ ッ プ と を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム は 、 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す
履 歴 情 報 を 記 憶 し て い る 記 憶 手 段 と 、 サ ー バ と の 間 で 通 信 を 行 う 通 信 手 段 と を 備 え る ク ラ
イ ア ン ト を 制 御 す る コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ
て い る 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報
を 加 工 履 歴 情 報 と し て 出 力 す る 加 工 ス テ ッ プ と 、 加 工 ス テ ッ プ の 処 理 の 結 果 と し て 出 力 さ
れ た 加 工 履 歴 情 報 を 、 通 信 手 段 か ら サ ー バ に 送 信 す る こ と を 制 御 す る 通 信 制 御 ス テ ッ プ と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 情 報 処 理 方 法 お よ び プ ロ グ ラ ム に お い て は 、 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複
数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 を 記 憶 し て い る 記 憶 手 段 と 、 他 の 情 報 処 理 装 置 ま た
は サ ー バ と の 間 で 通 信 を 行 う 通 信 手 段 と を 備 え る 情 報 処 理 装 置 ま た は ク ラ イ ア ン ト が 処 理
対 象 に な る 。 詳 細 に は 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 が 所 定 の ル
ー ル に 従 っ て 加 工 さ れ 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 が 加 工 履 歴 情 報 と し て 他 の 情 報 処 理 装 置 ま
た は サ ー バ に 送 信 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の ご と く 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を サ ー バ に 送 信 す る こ と が で き る
。 特 に 、 秘 匿 性 を 確 保 し つ つ 簡 単 な 操 作 で 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を サ ー バ に 送 信 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 請 求 項 に 記 載 の 構 成 要 件 と 、 発 明 の 実 施 の 形
態 に お け る 具 体 例 と の 対 応 関 係 を 例 示 す る と 、 次 の よ う に な る 。 こ の 記 載 は 、 請 求 項 に 記
載 さ れ て い る 発 明 を サ ポ ー ト す る 具 体 例 が 、 発 明 の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る こ と を 確
認 す る た め の も の で あ る 。 従 っ て 、 発 明 の 実 施 の 形 態 中 に は 記 載 さ れ て い る が 、 構 成 要 件
に 対 応 す る も の と し て 、 こ こ に は 記 載 さ れ て い な い 具 体 例 が あ っ た と し て も 、 そ の こ と は
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、 そ の 具 体 例 が 、 そ の 構 成 要 件 に 対 応 す る も の で は な い こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 逆
に 、 具 体 例 が 構 成 要 件 に 対 応 す る も の と し て こ こ に 記 載 さ れ て い た と し て も 、 そ の こ と は
、 そ の 具 体 例 が 、 そ の 構 成 要 件 以 外 の 構 成 要 件 に は 対 応 し な い も の で あ る こ と を 意 味 す る
も の で も な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 こ の 記 載 は 、 発 明 の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る 具 体 例 に 対 応 す る 発 明 が 、 請
求 項 に 全 て 記 載 さ れ て い る こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 換 言 す れ ば 、 こ の 記 載 は 、 発 明
の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る 具 体 例 に 対 応 す る 発 明 で あ っ て 、 こ の 出 願 の 請 求 項 に は 記
載 さ れ て い な い 発 明 の 存 在 、 す な わ ち 、 将 来 、 分 割 出 願 さ れ た り 、 補 正 に よ り 追 加 さ れ る
発 明 の 存 在 を 否 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 情 報 処 理 シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。 こ の 情 報 処 理 シ ス テ ム は 、 ユ ー ザ が
使 用 す る 第 １ の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の ク ラ イ ア ン ト （ ユ ー ザ 端 末 ） １ Ａ ） と 、 第
２ の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の サ ー バ ３ ） と の 間 で 通 信 が 行 な わ れ る 情 報 処 理 シ ス テ
ム で あ っ て 、 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 前 記 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン
テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 （ 本 明 細 書 に お い て は 、 後 述 す る よ う に ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル
と 称 さ れ る ） を 記 憶 し て い る 記 憶 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ ）
と 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル （ 本 明
細 書 に お い て は 、 後 述 す る よ う に 加 工 ル ー ル と 称 さ れ 、 ３ つ の 例 に つ い て 説 明 し て い る ）
に 従 っ て 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 （ 本 明 細 書 に お い て は 、 後 述 す る
よ う に 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と 称 さ れ る ） と し て 出 力 す る 加 工 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の プ
ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ ） と 、 前 記 加 工 手 段 か ら 出 力 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 前 記 第 ２ の
情 報 処 理 装 置 に 送 信 す る 第 １ の 通 信 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の 通 信 制 部 １ ４ ） と を 備 え 、 前 記
第 ２ の 情 報 処 理 装 置 は 、 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 受 信
す る 第 ２ の 通 信 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の 通 信 制 御 ３ １ ） と 、 前 記 第 ２ の 通 信 手 段 に 受 信 さ れ
た 前 記 加 工 履 歴 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 ユ ー ザ に 推 薦 す べ き コ ン テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定
す る 決 定 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の 検 索 /マ ッ チ ン グ 部 ３ ２ や 協 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ３ ４ ） と
、 前 記 決 定 手 段 に よ り 決 定 さ れ た １ 以 上 の 前 記 コ ン テ ン ツ の 候 補 の そ れ ぞ れ を 特 定 可 能 な
情 報 が 羅 列 さ れ た リ ス ト （ 本 明 細 書 に お い て は 、 後 述 す る よ う に サ ー バ 推 薦 リ ス ト と 称 さ
れ る ） を 生 成 す る リ ス ト 生 成 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の 第 一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ ） と
を 備 え 、 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 の 前 記 第 ２ の 通 信 手 段 は 、 さ ら に 、 前 記 リ ス ト 生 成 手 段
に よ り 生 成 さ れ た 前 記 リ ス ト を 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 し 、 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装
置 の 前 記 第 １ の 通 信 手 段 は 、 さ ら に 、 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た 前 記 リ ス ト
を 受 信 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 情 報 処 理 シ ス テ ム の 情 報 処 理 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 情 報 処 理 方 法 は
、 ユ ー ザ が 使 用 す る 第 １ の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の ク ラ イ ア ン ト （ ユ ー ザ 端 末 ） １
Ａ ） と 、 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の サ ー バ ３ ） と の 間 で 通 信 が 行 な わ れ る 情 報
処 理 シ ス テ ム の 情 報 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 前 記 ユ ー ザ が 過 去 に
操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル
に 従 っ て 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 と し て 出 力 し （ 例 え ば 、 図 ２ の ス
テ ッ プ Ｓ １ の 処 理 を 実 行 し ） 、 出 力 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 に
送 信 し （ 例 え ば 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ の 処 理 を 実 行 し ） 、 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 は 、 前
記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 の 前 記 通 信 手 段 か ら 送 信 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 受 信 し （ 例 え ば
、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ １ の 処 理 を 実 行 し ） 、 受 信 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 に 基 づ い て 、 前
記 ユ ー ザ に 推 薦 す べ き コ ン テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定 し （ 例 え ば 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ２
の 処 理 を 実 行 し ） 、 決 定 さ れ た １ 以 上 の 前 記 コ ン テ ン ツ の 候 補 の そ れ ぞ れ を 特 定 可 能 な 情
報 が 羅 列 さ れ た リ ス ト を 生 成 し （ 例 え ば 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ の 処 理 を 実 行 し ） 、 生 成
さ れ た 前 記 リ ス ト を 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 し （ 例 え ば 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ の
処 理 を 実 行 し ） 、 前 記 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た 前
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記 リ ス ト を 受 信 す る （ 例 え ば 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ３ の 処 理 を 実 行 す る ） こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 情 報 処 理 装 置 が 提 供 さ れ る 。 こ の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の ク ラ
イ ア ン ト （ ユ ー ザ 端 末 ） １ Ａ ） は 、 ユ ー ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履
歴 を 示 す 履 歴 情 報 を 記 憶 し て い る 記 憶 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １
７ ） と 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に
従 っ て 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 と し て 出 力 す る 加 工 手 段 （ 例 え ば 、
図 １ の プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ ） と 、 前 記 加 工 手 段 か ら 出 力 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 他
の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の サ ー バ ３ ） に 送 信 す る 通 信 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の 通 信 制
御 部 １ ４ ） と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 情 報 処 理 装 置 に お い て は 、 前 記 他 の 情 報 処 理 装 置 が 、 前 記 情 報 処 理 装 置 の 前 記 通 信
手 段 か ら 送 信 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 ユ ー ザ に 推 薦 す べ き コ ン テ ン ツ の
候 補 を １ 以 上 決 定 し 、 決 定 さ れ た １ 以 上 の 前 記 コ ン テ ン ツ の 候 補 の そ れ ぞ れ を 特 定 可 能 な
情 報 が 羅 列 さ れ た リ ス ト を 生 成 し 、 前 記 リ ス ト を 前 記 情 報 処 理 装 置 に 送 信 し て き た 場 合 、
前 記 通 信 手 段 は 、 さ ら に 、 前 記 他 の 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ た 前 記 リ ス ト を 受 信 し 、 前
記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 履 歴 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 通 信 手 段 に 受 信 さ れ た 前 記 リ
ス ト に 含 ま れ る 各 情 報 の そ れ ぞ れ で 特 定 さ れ る １ 以 上 の 前 記 コ ン テ ン ツ の 候 補 の 中 か ら 、
前 記 ユ ー ザ に 推 薦 す べ き コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 決 定 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の 再 マ ッ チ ン グ 部
（ 第 二 次 選 抜 部 ） １ ９ ） を さ ら に 設 け る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 情 報 処 理 装 置 の 情 報 処 理 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 情 報 処 理 方 法 は 、 ユ ー
ザ が 過 去 に 操 作 対 象 と し た 複 数 の コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 履 歴 情 報 を 記 憶 し て い る 記 憶 手
段 （ 例 え ば 、 図 １ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ ） と 、 他 の 情 報 処 理 装 置 と の 間 で 通 信
を 行 う 通 信 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の 通 信 制 御 部 １ ４ ） と を 備 え る 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図
１ の ク ラ イ ア ン ト （ ユ ー ザ 端 末 ） １ Ａ ） の 情 報 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ
れ て い る 前 記 履 歴 情 報 の 少 な く と も 一 部 を 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ
る 情 報 を 加 工 履 歴 情 報 と し て 出 力 す る 加 工 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ １ の 処 理
） と 、 前 記 加 工 ス テ ッ プ の 処 理 の 結 果 と し て 出 力 さ れ た 前 記 加 工 履 歴 情 報 を 、 前 記 通 信 手
段 か ら 前 記 他 の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 す る こ と を 制 御 す る 通 信 制 御 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ２
の ス テ ッ プ Ｓ ２ の 処 理 ） と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 プ ロ グ ラ ム が 提 供 さ れ る 。 こ の プ ロ グ ラ ム は 、 上 述 し た 本 発 明 の 情 報
処 理 装 置 の 情 報 処 理 方 法 に 対 応 す る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 例 え ば 、 図 ３ の パ ー ソ ナ ル コ ン
ピ ュ ー タ に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 情 報 処 理 シ ス テ ム の 実 施 の 形 態 例 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 情 報 処 理 シ ス テ ム の 機 能 的 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 情 報 処 理 シ ス テ ム に お い て は 、 任 意 の 台 数 の ク ラ イ ア ン ト （ 例 え ば 図 １ の 例 で は 、
２ 台 の ク ラ イ ア ン ト １ Ａ ,１ Ｂ ） と 、 任 意 の 台 数 の サ ー バ （ 例 え ば 図 １ の 例 で は 、 １ 台 の
サ ー バ ３ ） と が ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て 相 互 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 以 下 、 ク ラ イ ア ン ト を ユ ー ザ 端 末 と も 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ の 形 態 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で も よ い し イ ー サ ネ ッ
ト （ 登 録 商 標 ） で も よ い 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 情 報 処 理 シ ス テ ム に お い て は 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ や １ Ｂ は 、 ユ ー ザ の コ ン テ ン ツ 使 用
（ 操 作 ） 履 歴 に 基 づ い て ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 生 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 サ ー バ ３ は
、 そ の よ う な ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 用 い て 各 種 処 理 を 実 行 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 サ
ー バ ３ は 、 そ の 内 部 （ 例 え ば 後 述 す る コ ン テ ン ツ 記 憶 部 ３ ３ ） に 蓄 積 し て あ る コ ン テ ン ツ
の 中 か ら 、 ユ ー ザ の 嗜 好 に 適 す る と 判 断 さ れ る コ ン テ ン ツ を 検 索 し た り 推 薦 す る こ と が で
き る 。 さ ら に 、 こ の 場 合 、 ユ ー ザ 側 （ ユ ー ザ 端 末 １ Ａ ま た は １ Ｂ ） で 生 成 さ れ た ユ ー ザ プ
ロ フ ァ イ ル そ の も の を サ ー バ ３ に 使 用 さ せ る の で は な く 、 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 加 工 さ れ
た ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 使 用 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 こ こ で い う 加 工 と は 、 ユ ー ザ プ
ロ フ ァ イ ル の 内 容 の 単 な る 加 工 の 他 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 一 部 分 か ら な る 情 報 を 生 成 す
る （ 抽 出 す る ） こ と も 含 む 広 い 概 念 の 加 工 を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 下 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ ， １ Ｂ 、 お よ び サ ー バ ３ の そ れ ぞ れ の 機 能 的 構 成 例 に つ い て 、 そ
の 順 番 で 順 次 個 別 に 説 明 し て い く 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ に は 、 操 作 部 １ １ 乃 至 リ ス ト 生 成 部 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 操 作 部 １ １
乃 至 リ ス ト 生 成 部 ２ ０ の そ れ ぞ れ は 、 構 成 が 可 能 で あ れ ば 、 ソ フ ト ウ エ ア 単 体 で 構 成 し て
も よ い し 、 ハ ー ド ウ エ ア 単 体 で 構 成 し て も よ い し 、 或 い は 、 そ れ ら の 組 合 せ で 構 成 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 操 作 部 １ １ は 、 例 え ば 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウ ス 、 そ の 他 入 力 イ ン タ フ ェ ー ス で 構 成 さ れ る
。 ユ ー ザ は 操 作 部 １ １ を 操 作 す る こ と で 、 様 々 な 情 報 を ユ ー ザ 端 末 １ Ａ に 入 力 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 具 体 的 に は 例 え ば 、 後 述 す る よ う に 、 ユ ー ザ は 、 操 作 部 １ １ を 利 用 す る こ と で 、 所 望 の
コ ン テ ン ツ の 使 用 操 作 を 行 う こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 操 作 部 １ １ は 、 ユ ー ザ の 各 種 操 作
に 対 応 す る 情 報 を コ ン テ ン ツ 処 理 部 １ ２ に 入 力 さ せ る 。 す る と 、 コ ン テ ン ツ 処 理 部 １ ２ は
、 そ の 情 報 に 対 応 す る 処 理 を 開 始 す る こ と に な る 。 た だ し 、 コ ン テ ン ツ 処 理 部 １ ２ の 処 理
に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ は 、 ユ ー ザ が 使 用 す る コ ン テ ン ツ を デ ー タ と し て 、 即 ち 、 コ ン テ
ン ツ デ ー タ と し て 取 り 扱 う 。 こ の こ と は 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ お よ び サ ー バ ３ に お い て も 同 様
と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 コ ン テ ン ツ と は 、 本 明 細 書 に お い て は 、 一 般 的 に コ ン テ ン ツ と 称 さ れ て い る 、 テ レ ビ ジ
ョ ン 放 送 番 組 、 映 画 、 写 真 、 楽 曲 等 （ 動 画 像 、 静 止 画 像 、 若 し く は 音 声 、 ま た は 、 そ れ ら
の 組 合 せ 等 ） の 他 、 文 書 、 商 品 （ 物 品 含 ） 、 会 話 等 の ユ ー ザ が 使 用 可 能 な ソ フ ト ウ エ ア ま
た は ハ ー ド ウ エ ア の 全 て を 指 す 広 い 概 念 で あ る 。 た だ し 、 コ ン テ ン ツ が 物 品 （ ハ ー ド ウ エ
ア ） の 場 合 、 例 え ば 、 そ の 物 品 が 動 画 像 や 静 止 画 像 等 に 射 影 さ れ て デ ー タ 化 さ れ た も の が
、 コ ン テ ン ツ デ ー タ と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 た だ し 、 こ こ で は 、 コ ン テ ン ツ と コ ン テ ン ツ デ ー タ と を 個 々 に 区 別 す る 必 要 が な い 場 合
、 そ れ ら を ま と め て コ ン テ ン ツ と 称 す る 。 ま た 、 説 明 の 簡 略 上 （ 便 宜 上 ） 、 コ ン テ ン ツ と
し て 、 動 画 像 と そ れ に 対 応 す る 音 声 が 採 用 さ れ て い る と し て 説 明 し て い く 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 明 細 書 で は 、 コ ン テ ン ツ の 使 用 と は 、 ユ ー ザ が 情 報 処 理 装 置 （ 図 １ の 例 で は ユ
ー ザ 端 末 １ Ａ や １ Ｂ ） を 操 作 す る こ と で 、 コ ン テ ン ツ に 対 す る 所 定 の 処 理 を 情 報 処 理 装 置
に 実 行 さ せ る こ と を 指 す 。 具 体 的 に は 例 え ば 、 こ こ で は コ ン テ ン ツ は 動 画 像 と そ れ に 対 応
す る 音 声 と さ れ て い る 。 従 っ て 、 そ の 録 画 や 再 生 の 指 示 操 作 を ユ ー ザ が 行 う こ と で 、 そ の
指 示 操 作 に 対 応 す る 処 理 を 情 報 処 理 装 置 に 実 行 さ せ る こ と を 、 コ ン テ ン ツ （ 動 画 像 と そ れ
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に 対 応 す る 音 声 ） の 使 用 と 称 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 述 し た コ ン テ ン ツ の 使 用 操 作 の 他 、 例 え ば 、 ユ ー ザ は 、 操 作 部 １ １ を 利 用 す る こ と で
、 所 望 の コ ン テ ン ツ を 選 択 す る た め の リ ス ト の 呈 示 の 指 示 操 作 を 行 う こ と が で き る 。 な お
、 こ こ で 言 う リ ス ト と は 、 ユ ー ザ に 推 薦 す べ き と 情 報 処 理 装 置 （ 図 １ の 例 で は ユ ー ザ 端 末
１ Ａ ， １ Ｂ お よ び サ ー バ ３ の う ち の 少 な く と も １ つ ） に よ り 判 断 さ れ た コ ン テ ン ツ （ 以 下
、 お 勧 め コ ン テ ン ツ と 称 す る ） を 特 定 可 能 な 情 報 （ そ の 名 称 等 ） の 幾 つ か が 羅 列 さ れ た リ
ス ト で あ る 。 従 っ て 、 以 下 、 こ の よ う な リ ス ト を お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト と 称 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 詳 細 に つ い て は 後 述 す る が 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト に 掲 載 さ れ る お 勧 め コ ン テ
ン ツ は 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 サ ー バ ３ の コ ン テ ン ツ 記 憶 部 ３ ３ に 蓄 積 さ れ て い る コ ン テ ン
ツ の う ち の 、 サ ー バ ３ に よ り 第 一 次 選 抜 が な さ れ た 後 に さ ら に ク ラ イ ア ン ト １ Ａ に よ り 第
２ 次 選 抜 が な さ れ た 結 果 得 ら れ る コ ン テ ン ツ と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に し て 、 ユ ー ザ が 、 操 作 部 １ １ を 利 用 し て お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト の 呈 示 の 指
示 操 作 を 行 う と 、 操 作 部 １ １ は 、 ユ ー ザ の 各 種 操 作 に 対 応 す る 情 報 を プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部
１ ８ （ 或 い は 後 述 す る よ う に ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ と な る こ と も あ る ） に 入 力 さ
せ る 。 す る と 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ （ 或 い は ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ ） は 、 そ
の 情 報 に 対 応 す る 処 理 を 開 始 す る こ と に な る 。 た だ し 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ の 処 理 や
、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ の 処 理 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 コ ン テ ン ツ 処 理 部 １ ２ は 、 サ ー バ ３ か ら 配 信 さ れ ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て 通 信 制 御 部 １
４ に 受 信 さ れ た コ ン テ ン ツ 、 ま た は 、 コ ン テ ン ツ 記 憶 部 １ ３ に 記 憶 さ れ て い る コ ン テ ン ツ
を 取 得 し 、 操 作 部 １ １ か ら の 操 作 内 容 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ が そ の コ ン テ ン ツ を 使 用 す る た
め に 必 要 な 各 種 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 こ こ で は コ ン テ ン ツ が 動 画 像 と そ れ に 対 応 す る 音 声 と さ れ て い る
の で 、 ユ ー ザ は 、 操 作 部 １ １ を 操 作 す る こ と で 、 所 望 の コ ン テ ン ツ の 再 生 指 示 を 行 う こ と
が で き る 。 こ の 場 合 、 コ ン テ ン ツ 処 理 部 １ ２ は 、 再 生 指 示 が な さ れ た コ ン テ ン ツ を コ ン テ
ン ツ 記 憶 部 １ ３ ま た は サ ー バ ３ か ら 取 得 し 、 必 要 に 応 じ て 各 種 処 理 （ 例 え ば 、 コ ン テ ン ツ
が 圧 縮 符 号 化 さ れ て い る 場 合 に は 復 号 処 理 等 ） を 施 し た 後 、 呈 示 部 １ ５ か ら 再 生 さ せ る 。
即 ち 、 呈 示 部 １ ５ は 、 コ ン テ ン ツ を 構 成 す る 動 画 像 を 表 示 す る と と も に 、 そ の 動 画 像 に 対
応 す る 音 声 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 ユ ー ザ は 、 操 作 部 １ １ を 操 作 す る こ と で 、 所 望 の コ ン テ ン ツ の 録 画 指 示
を 行 う こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 コ ン テ ン ツ 処 理 部 １ ２ は 、 録 画 指 示 が な さ れ た コ ン テ ン
ツ を サ ー バ ３ か ら 取 得 し て 、 必 要 に 応 じ て 各 種 処 理 （ 例 え ば 、 圧 縮 符 号 化 処 理 等 ） を 施 し
た 後 、 コ ン テ ン ツ 記 憶 部 １ ３ に 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 コ ン テ ン ツ 処 理 部 １ ２ は 、 操 作 部 １ １ に よ る ユ ー ザ 操 作 を 介 在 す る こ と な く 自 分
自 身 の 判 断 で 選 択 し た コ ン テ ン ツ を サ ー バ ３ か ら 取 得 し て 、 必 要 に 応 じ て 各 種 処 理 を 施 し
た 後 、 コ ン テ ン ツ 記 憶 部 １ ３ に 記 憶 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 コ ン テ ン ツ 記 憶 部 １ ３ に は 、 １ 以 上 の コ ン テ ン ツ が 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 通 信 制 御 部 １ ４ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 す る 他 の 装 置 （ 図 １ の 例 で は 、 主 に サ ー バ ３ で
あ る が 、 そ の 他 ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ や 図 示 せ ぬ 装 置 も 含 む ） と の 通 信 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 呈 示 部 １ ５ は 、 例 え ば 表 示 装 置 と 音 声 装 置 と の 組 合 せ で 構 成 さ れ （ こ こ で は コ ン テ ン ツ
が 動 画 像 と そ れ に 対 応 す る 音 声 と さ れ て い る の で ） 、 各 種 情 報 を ユ ー ザ に 呈 示 す る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 具 体 的 に は 例 え ば 、 呈 示 部 １ ５ は 、 コ ン テ ン ツ 処 理 部 １ ２ か ら 供 給 さ れ る コ ン テ ン ツ を
ユ ー ザ に 呈 示 す る （ 再 生 す る ） 。 即 ち 、 上 述 し た よ う に 、 呈 示 部 １ ５ は 、 コ ン テ ン ツ を 構
成 す る 動 画 像 を 表 示 さ せ る と と も に そ の 動 画 像 に 対 応 す る 音 声 を 出 力 す る こ と で 、 コ ン テ
ン ツ を ユ ー ザ に 呈 示 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 例 え ば 、 呈 示 部 １ ５ は 、 後 述 す る リ ス ト 生 成 部 ２ ０ に よ り 生 成 さ れ た お 勧 め コ ン テ
ン ツ リ ス ト を 画 像 と し て ユ ー ザ に 呈 示 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ は 、 ユ ー ザ が 操 作 部 １ １ を 操 作 し て 過 去 に 使 用 し た コ ン
テ ン ツ の 履 歴 、 即 ち 、 コ ン テ ン ツ 処 理 部 １ ２ が 過 去 に 処 理 を 行 っ た コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示
す 情 報 を 生 成 し 、 そ の 情 報 を ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と し て ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に
記 憶 さ せ る 。 な お 、 コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示 す 情 報 と は 、 ユ ー ザ が 使 用 し た コ ン テ ン ツ の 履
歴 そ の も の （ 使 用 コ ン テ ン ツ の 単 な る 羅 列 ） の 他 、 そ の よ う な コ ン テ ン ツ の 履 歴 に 基 づ い
て 生 成 さ れ る 情 報 、 例 え ば 、 い わ ゆ る 特 徴 ベ ク ト ル や い わ ゆ る ユ ー ザ 嗜 好 ベ ク ト ル 等 の 情
報 も 含 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と は 、 ユ ー ザ が 操 作 対 象 と し た コ ン テ ン ツ の 履 歴 を 示
す 情 報 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 こ こ で は 例 え ば 、 次 の よ う に し て ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ
ル 生 成 部 １ ６ に よ り 生 成 さ れ る ベ ク ト ル と さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 即 ち 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ は 、 ユ ー ザ が 操 作 部 １ １ を 操 作 し て コ ン テ ン ツ を
使 用 す る 度 に （ コ ン テ ン ツ 処 理 部 １ ２ が 対 応 す る 処 理 を 実 行 す る 度 に ） 、 使 用 さ れ た コ ン
テ ン ツ の メ タ デ ー タ を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て は 、 メ タ デ ー タ と は 次 の よ う な 情 報 を 指 す 。 即 ち 、 例 え ば 、 本
明 細 書 で 言 う コ ン テ ン ツ と は 、 上 述 し た よ う に 、 一 般 的 な コ ン テ ン ツ の み な ら ず 、 ユ ー ザ
の 私 的 な 文 書 （ 例 え ば メ ー ル ） 等 も 含 ま れ る 。 従 っ て 、 本 明 細 書 に お い て 、 メ タ デ ー タ と
は 、 番 組 メ タ デ ー タ 等 の 一 般 的 な メ タ デ ー タ を 単 に 指 す の で は な く 、 本 明 細 書 で 言 う コ ン
テ ン ツ （ 幅 広 い 概 念 の コ ン テ ン ツ ） 自 身 若 し く は そ の 一 部 分 、 ま た は そ の コ ン テ ン ツ の 属
性 等 が 単 語 化 さ れ た 情 報 （ 数 値 も 単 語 化 さ れ た 情 報 の １ つ と し て 捉 え る ） 等 も 指 す 広 い 概
念 で あ る 。 換 言 す る と 、 コ ン テ ン ツ の １ 以 上 の 特 徴 を 示 す 情 報 で あ れ ば 、 そ の 情 報 の 全 て
が メ タ デ ー タ に な り 得 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 た だ し 、 こ こ で は 、 コ ン テ ン ツ は 動 画 像 と そ れ に 対 応 す る 音 声 （ テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 番 組
等 ） と さ れ て い る の で 、 メ タ デ ー タ と し て は 、 一 般 的 な 番 組 メ タ デ ー タ 、 即 ち 、 電 子 番 組
ガ イ ド （ Ｅ Ｐ Ｇ ： Electronic Program Guide） を 構 成 す る た め の EPG情 報 等 が 利 用 さ れ る
と す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ が 取 得 す る メ タ デ ー タ の 種 類 と そ の 個 数 は 特 に 限
定 さ れ な い が 、 こ こ で は 、 「 ジ ャ ン ル 」 を 示 す 情 報 の み が 取 得 さ れ る と す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 と こ ろ で 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ は 、 こ の よ う な メ タ デ ー タ （ ジ ャ ン ル を 示 す
情 報 ） を 取 得 す る 毎 に 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に 順 次 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 或 い は 、 各 ジ ャ ン ル の そ れ ぞ れ の 項 目 に 、 対 応 す る ジ ャ ン ル に 分 類 さ れ る （ 対 応 す る ジ
ャ ン ル を 示 す メ タ デ ー タ を 有 す る ） コ ン テ ン ツ を ユ ー ザ が 何 回 使 用 し た の か を 示 す 値 が 記
述 さ れ た リ ス ト （ 以 下 、 推 薦 コ ン テ ン ツ リ ス ト と 区 別 す る た め に 、 履 歴 リ ス ト と 称 す る ）
が ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に 記 憶 さ れ て い れ ば 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ は
、 次 の よ う な 処 理 を 実 行 す る こ と も で き る 。 即 ち 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ は 、 履
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歴 リ ス ト に 未 登 録 の 所 定 の ジ ャ ン ル を 示 す 情 報 （ メ タ デ ー タ ） を 初 め て 取 得 し た 場 合 に は
、 そ の 所 定 の ジ ャ ン ル の 項 目 を 履 歴 リ ス ト に 追 加 し 、 そ の 項 目 に 初 期 値 と し て １ を 記 述 す
る 。 そ れ 以 降 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ は 、 そ の 所 定 の ジ ャ ン ル を 示 す 情 報 （ メ タ
デ ー タ ） を 取 得 す る 毎 に 、 そ の 所 定 の ジ ャ ン ル の 項 目 に 記 述 さ れ て い る 値 を １ だ け 増 や し
て い く 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て あ る 程 度 の 個 数 の コ ン テ ン ツ が ユ ー ザ に 使 用 さ れ る と 、 即 ち 、 あ る 程 度 の 個 数 の
メ タ デ ー タ が ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に 蓄 積 さ れ る と 、 或 い は 、 履 歴 リ ス ト の 各 項
目 の 値 が あ る 程 度 の 値 以 上 に な る と 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ は 次 の よ う な ベ ク ト
ル を 生 成 す る 。 即 ち 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ に よ り 生 成 さ れ る ベ ク ト ル と は 、 複
数 の ジ ャ ン ル の う ち の １ 以 上 の ジ ャ ン ル の そ れ ぞ れ が 各 成 分 と さ れ 、 各 成 分 の そ れ ぞ れ に
は 、 対 応 す る ジ ャ ン ル の 重 み 値 が 代 入 さ れ る ベ ク ト ル で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 ジ ャ ン ル の 重 み 値 の 決 定 手 法 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル
記 憶 部 １ ７ に 記 憶 さ れ て い る 全 メ タ デ ー タ の う ち の 対 象 ジ ャ ン ル を 示 す メ タ デ ー タ の 個 数
（ 頻 度 ） そ の も の を 、 対 象 ジ ャ ン ル の 重 み 値 と し て 決 定 す る 手 法 を 利 用 し て も よ い 。 或 い
は 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に 記 憶 さ れ て い る 履 歴 リ ス ト の う ち の 対 象 ジ ャ ン ル の
項 目 の 値 （ 頻 度 ） そ の も の を 、 対 象 ジ ャ ン ル の 重 み 値 と し て 決 定 す る 手 法 を 利 用 し て も よ
い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 た だ し 、 こ こ で は 、 例 え ば 、 次 の ２ つ の 手 法 の う ち の い ず れ か が 利 用 さ れ る と す る 。 即
ち 、 １ つ 目 の 手 法 と は 、 予 め 決 定 さ れ た 個 数 （ 例 え ば 、 サ ー バ ３ が 過 去 に 配 信 し た 対 象 ジ
ャ ン ル の コ ン テ ン ツ の 総 数 ） に 対 す る 、 対 象 ジ ャ ン ル を 示 す メ タ デ ー タ の 個 数 の 割 合 を 、
対 象 ジ ャ ン ル の 重 み 値 と し て 決 定 す る 手 法 で あ る 。 ２ つ 目 の 手 法 と は 、 予 め 決 定 さ れ た 個
数 （ 例 え ば 、 サ ー バ ３ が 過 去 に 配 信 し た 対 象 ジ ャ ン ル の コ ン テ ン ツ の 総 数 ） に 対 す る 、 履
歴 リ ス ト 内 の 対 象 ジ ャ ン ル の 項 目 の 値 の 割 合 を 、 対 象 ジ ャ ン ル の 重 み 値 と し て 決 定 す る 手
法 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 ジ ャ ン ル の う ち の 「 ド ラ マ 」 、 「 ニ ュ ー ス 」 、 「 バ ラ エ テ ィ 」 、
お よ び 「 音 楽 」 の そ れ ぞ れ が そ の 順 番 で 成 分 と な る ベ ク ト ル 、 即 ち 、 （ ド ラ マ 、 ニ ュ ー ス
、 バ ラ エ テ ィ 、 音 楽 ） と い っ た ベ ク ト ル が ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と し て 生 成 さ れ る と す る 。
な お 、 以 下 、 こ の よ う に 各 成 分 の そ れ ぞ れ が 示 す ジ ャ ン ル が 固 定 さ れ た ベ ク ト ル を 基 準 ベ
ク ト ル と 称 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば い ま 現 時 点 に お い て 、 「 ド ラ マ 」 、 「 ニ ュ ー ス 」 、 「 バ ラ エ テ
ィ 」 、 お よ び 「 音 楽 」 の そ れ ぞ れ に 分 類 さ れ る コ ン テ ン ツ が い ず れ も １ ０ ０ 個 ず つ サ ー バ
３ か ら 配 信 済 み で あ る と す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 そ し て 、 現 在 説 明 し て い る ユ ー ザ 端 末 １ Ａ を 利 用 す る ユ ー ザ Ａ が 、 「 ド ラ マ 」 、 「 ニ ュ
ー ス 」 、 「 バ ラ エ テ ィ 」 、 お よ び 「 音 楽 」 の そ れ ぞ れ に 分 類 さ れ る コ ン テ ン ツ と し て 、 例
え ば 、 １ ０ ０ 個 の う ち の ４ ４ 個 分 、 １ ０ ０ 個 の う ち の ８ ７ 個 分 、 １ ０ ０ 個 の う ち の １ １ 個
分 、 お よ び １ ０ ０ 個 の う ち の １ 個 分 の そ れ ぞ れ だ け を 使 用 し た と す る 。 即 ち 、 例 え ば 、 ユ
ー ザ 端 末 １ Ａ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に は 、 「 ド ラ マ 」 を 示 す メ タ デ ー タ が ４ ４
個 記 憶 さ れ 、 「 ニ ュ ー ス 」 を 示 す メ タ デ ー タ が ８ ７ 個 記 憶 さ れ 、 「 バ ラ エ テ ィ 」 を 示 す メ
タ デ ー タ が １ １ 個 記 憶 さ れ 、 か つ 、 「 音 楽 」 を 示 す メ タ デ ー タ が 1個 記 憶 さ れ て い る と す
る 。 或 い は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に は 履 歴 リ ス ト が
記 憶 さ れ て お り 、 そ の 履 歴 リ ス ト の う ち の 、 「 ド ラ マ 」 の 項 目 に は ４ ４ が 記 述 さ れ 、 「 ニ
ュ ー ス 」 の 項 目 に は ８ ７ が 記 述 さ れ 、 「 バ ラ エ テ ィ 」 の 項 目 に は １ １ が 記 述 さ れ 、 か つ 「
音 楽 」 の 項 目 に は １ が 記 述 さ れ て い た と す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 一 方 、 後 述 す る ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ を 利 用 す る ユ ー ザ Ｂ が 、 「 ド ラ マ 」 、 「 ニ ュ ー ス 」 、 「
バ ラ エ テ ィ 」 、 お よ び 「 音 楽 」 の そ れ ぞ れ に 分 類 さ れ る コ ン テ ン ツ と し て 、 １ ０ ０ 個 の う
ち の ６ ７ 個 分 、 １ ０ ０ 個 の う ち の ２ ４ 個 分 、 １ ０ ０ 個 の う ち の ８ ８ 個 分 、 お よ び １ ０ ０ 個
の う ち の ７ ４ 個 分 の そ れ ぞ れ だ け を 使 用 し た と す る 。 即 ち 、 例 え ば 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ の ユ
ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ （ 図 示 せ ず ） に は 、 「 ド ラ マ 」 を 示 す メ タ デ ー タ が ６ ７ 個 記
憶 さ れ 、 「 ニ ュ ー ス 」 を 示 す メ タ デ ー タ が ２ ４ 個 記 憶 さ れ 、 「 バ ラ エ テ ィ 」 を 示 す メ タ デ
ー タ が ８ ８ 個 記 憶 さ れ 、 か つ 、 「 音 楽 」 を 示 す メ タ デ ー タ が ７ ４ 個 記 憶 さ れ て い る と す る
。 或 い は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に は 履 歴 リ ス ト が 記
憶 さ れ て お り 、 そ の 履 歴 リ ス ト の う ち の 、 「 ド ラ マ 」 の 項 目 に は ６ ７ が 記 述 さ れ 、 「 ニ ュ
ー ス 」 の 項 目 に は ２ ４ が 記 述 さ れ 、 「 バ ラ エ テ ィ 」 の 項 目 に は ８ ８ が 記 述 さ れ 、 か つ 「 音
楽 」 の 項 目 に は ７ ４ が 記 述 さ れ て い た と す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の 場 合 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ は 、 ユ ー ザ Ａ の ユ ー ザ プ ロ
フ ァ イ ル と し て 、 （ ド ラ マ ， ニ ュ ー ス ， バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝ （ 0.44， 0.87， 0.11， 0.01
） と い っ た ベ ク ト ル を 生 成 す る こ と に な る 。 一 方 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル
生 成 部 １ ６ （ 図 示 せ ず ） は 、 ユ ー ザ Ｂ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と し て 、 （ ド ラ マ ， ニ ュ ー ス
， バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝ （ 0.67， 0.24， 0.88， 0.74） と い っ た ベ ク ト ル を 生 成 す る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 こ の よ う な 標 準 形 の ベ ク ト ル （ ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル ） の 生 成 タ イ ミ ン グ は 特 に 限
定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 例 え ば 、 上 述 し た よ う に 、 ユ ー ザ は 、 操 作 部 １ １ を 操 作 す る こ と で 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ
リ ス ト の 呈 示 の 指 示 操 作 を 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、 そ の 指 示 が ユ ー ザ に よ り な さ れ た
と き 、 標 準 形 の ベ ク ト ル （ ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル ） が 生 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 お 勧 め
コ ン テ ン ツ リ ス ト の 呈 示 の 指 示 は 、 操 作 部 １ １ か ら ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ に 供 給
さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 或 い は 、 各 成 分 と も に ０ を 代 入 し た 標 準 形 の ベ ク ト ル を ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と し て 予 め
生 成 し て ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に 記 憶 さ せ て お き 、 ユ ー ザ が コ ン テ ン ツ を 使 用 す
る 毎 に 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 １ ６ が 、 標 準 形 の ベ ク ト ル の 各 成 分 の う ち の 対 象 の 成
分 の 値 を 更 新 し て い く よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト の 呈 示 の 指
示 が な さ れ た と き に は 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 既 に 生 成 さ れ ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １
７ に 記 憶 さ れ て い る こ と に な る 。 従 っ て 、 こ の 場 合 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト の 呈 示 の 指
示 は 、 操 作 部 １ １ か ら プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ に 供 給 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 説 明 の 簡 略 上 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル （ ベ ク ト ル ） の 生 成 タ イ
ミ ン グ は 後 者 と す る 。 即 ち 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト の 呈 示 の 指 示 は
、 操 作 部 １ １ か ら プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ に 供 給 さ れ る と す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ は 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト の 呈
示 の 指 示 が 操 作 部 １ １ か ら 供 給 さ れ る と 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に 記 憶 さ れ て い
る ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル （ こ こ で は 上 述 し た よ う な ベ ク ト ル ） を 取 得 し 、 そ の ユ ー ザ プ ロ フ
ァ イ ル の 少 な く と も 一 部 を 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 （ こ こ で は 後 述 す る 幾 つ か の ベ
ク ト ル ） を 、 通 信 制 御 部 １ ４ と ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て サ ー バ ３ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 な お 、 以 下 、 こ の よ う な ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 少 な く と も 一 部 が 加 工 さ れ た 情 報 を 、 加
工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と 称 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 と こ ろ で 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ の 処 理 方 法 （ 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 生 成 手 法 で

10

20

30

40

50

(12) JP 2005-332265 A 2005.12.2



あ っ て 、 以 下 、 加 工 ル ー ル と 称 す る ） は 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 次 の よ う な ３ つ の 加
工 ル ー ル が 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 １ つ 目 の 加 工 ル ー ル と は 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 各 項 目 の う ち の 一 部 の 項 目 の 項 目 情 報
を 抽 出 し 、 抽 出 さ れ た 一 部 の 項 目 の 項 目 情 報 か ら 構 成 さ れ る 情 報 を 生 成 し 、 そ の 情 報 を 加
工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と す る ル ー ル で あ る 。 な お 、 こ こ で は ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル が ベ ク ト
ル と さ れ て い る の で 、 ベ ク ト ル の 各 成 分 の そ れ ぞ れ が 各 項 目 の そ れ ぞ れ に 対 応 し 、 各 成 分
の 成 分 値 の そ れ ぞ れ が 各 項 目 情 報 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 即 ち 、 １ つ 目 の 加 工 ル ー ル と は 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 一 部 の 項 目 情 報 だ け を 抽 出 し て
、 抽 出 さ れ た 一 部 の 項 目 情 報 か ら 構 成 さ れ る 情 報 を 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と し て サ ー バ
３ に 送 信 し 、 残 り の 項 目 情 報 は サ ー バ ３ へ 送 信 し な い ル ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 こ の と き ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の う ち の 抽 出 さ れ る 一 部 の 項 目 情 報 、 即 ち 、 サ ー バ
３ に 送 信 さ れ る 一 部 の 項 目 情 報 は 、 サ ー バ ３ が そ の 都 度 指 定 し た 項 目 の 項 目 情 報 で あ っ て
も よ い し 、 予 め 決 め ら れ た 特 定 の 項 目 の 項 目 情 報 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 上 述 し た 例 で は 、 ユ ー ザ Ａ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 、 （ ド ラ マ ，
ニ ュ ー ス ， バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝ （ 0.44， 0.87， 0.11， 0.01） と い っ た ベ ク ト ル と さ れ た
。 一 方 、 ユ ー ザ Bの ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 、 （ ド ラ マ ， ニ ュ ー ス ， バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝
（ 0.67， 0.24， 0.88， 0.74） と さ れ た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ Ａ が ユ ー ザ 端 末 １ Ａ を 使 用 し 、 ユ ー ザ Ｂ が ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ を 使 用 し て い る
と さ れ た 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の 場 合 、 例 え ば 、 「 ド ラ マ 」 と 「 バ ラ エ テ ィ 」 の み の 成 分 値 が 抽 出 （ 選 択 ） さ れ る と
す る と 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ の プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ は 、 ユ ー ザ Ａ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル か
ら （ ド ラ マ ， バ ラ エ テ ィ ） ＝ （ 0.44， 0.11） と い っ た ベ ク ト ル を 生 成 し 、 こ の ベ ク ト ル を
ユ ー ザ Ａ の 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と し て サ ー バ ３ に 送 信 す る 。 一 方 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ の
プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ （ 図 示 せ ず ） は 、 ユ ー ザ Ｂ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル か ら （ ド ラ マ ，
バ ラ エ テ ィ ） ＝ （ 0.67， 0.88） と い っ た ベ ク ト ル を 生 成 し 、 こ の ベ ク ト ル を ユ ー ザ Ｂ の 加
工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と し て サ ー バ ３ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 上 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ が 利 用 可 能 な 加 工 ル ー ル の ３ つ の 例 の う ち の １ つ 目 の 加
工 ル ー ル に つ い て 説 明 し た 。 次 に 、 ２ つ 目 の 加 工 ル ー ル に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ２ つ 目 の 加 工 ル ー ル と は 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 各 項 目 の う ち の 少 な く と も 一 部 の 項 目
の 項 目 情 報 を 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 情 報 （ こ こ で は 後 述 す る よ う な ベ ク ト ル ） を 加 工
ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と す る ル ー ル で あ る 。 即 ち 、 例 え ば こ こ で は 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は
ベ ク ト ル と さ れ て い る の で 、 ２ つ 目 の 加 工 ル ー ル と は 、 ベ ク ト ル の 全 成 分 ま た は 一 部 の 成
分 の 値 を 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る ベ ク ト ル を 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と す る ル ー ル で あ
る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 な お 、 各 項 目 値 （ 成 分 値 ） の 加 工 手 法 自 体 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ２ 値 化 す る 手 法
が 利 用 可 能 で あ る 。 即 ち 、 閾 値 （ 例 え ば 0.5等 ） を 予 め 設 定 し て お き 、 加 工 対 象 の １ 以 上
の 成 分 の そ れ ぞ れ の 成 分 値 の う ち の 、 閾 値 以 上 の 成 分 値 は １ に 置 き 換 え （ 加 工 し ） 、 閾 値
未 満 の 成 分 値 は ０ に 置 き 換 え る （ 加 工 す る ） 手 法 が 利 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 こ の 閾 値 も 特
に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 各 成 分 （ 各 ジ ャ ン ル ） 毎 に 異 な っ た 値 と さ れ て も よ い し 、 サ ー バ
３ 側 で 保 持 さ れ て い る 情 報 （ コ ン テ ン ツ の 配 信 数 の ジ ャ ン ル 毎 の 分 布 状 態 等 ） に 基 づ い て
設 定 さ れ た 同 一 値 と さ れ て も よ い 。
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【 ０ ０ ８ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 上 述 し た 例 で は 、 ユ ー ザ Ａ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 、 （ ド ラ マ ，
ニ ュ ー ス ， バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝ （ 0.44， 0.87， 0.11， 0.01） と い っ た ベ ク ト ル と さ れ た
。 一 方 、 ユ ー ザ Bの ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 、 （ ド ラ マ ， ニ ュ ー ス ， バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝
（ 0.67， 0.24， 0.88， 0.74） と さ れ た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ Ａ が ユ ー ザ 端 末 １ Ａ を 使 用 し 、 ユ ー ザ Ｂ が ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ を 使 用 し て い る
と さ れ た 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の 場 合 、 例 え ば 閾 値 が 0.5と さ れ る と 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ の プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ は
、 ユ ー ザ Ａ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル か ら （ ド ラ マ ， ニ ュ ー ス ， バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝ （ 0， 1
， 0， 0） と い っ た ベ ク ト ル を 生 成 し 、 こ の ベ ク ト ル を ユ ー ザ Ａ の 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル
と し て サ ー バ ３ に 送 信 す る 。 一 方 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ の プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ は 、 ユ ー ザ
Ｂ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル か ら （ ド ラ マ ， ニ ュ ー ス ， バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝ （ 1， 0， 1， 1）
と い っ た ベ ク ト ル を 生 成 し 、 こ の ベ ク ト ル を ユ ー ザ Ｂ の 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と し て サ
ー バ ３ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 以 上 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ が 利 用 可 能 な 加 工 ル ー ル の ３ つ の 例 の う ち の ２ つ の 例 に
つ い て 説 明 し た 。 次 に 、 ３ つ 目 の 加 工 ル ー ル に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ３ つ 目 の 加 工 ル ー ル と は 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 構 成 す る 各 項 目 の 項 目 情 報 の う ち の 上
位 の 項 目 情 報 （ 例 え ば 、 ２ 位 ま で の 項 目 情 報 ） か ら 構 成 さ れ る 情 報 を 生 成 し 、 そ の 情 報 を
加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と す る ル ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 な お 、 こ の 場 合 、 上 位 の 項 目 情 報 を そ の ま ま 利 用 し て も よ い し 、 上 位 の 項 目 情 報 の 少 な
く と も 一 部 を 加 工 し て も よ い 。 換 言 す る と 、 ３ つ 目 の ル ー ル と は 結 局 、 前 者 の 場 合 に は １
つ 目 の ル ー ル の 一 形 態 と 言 え 、 後 者 の 場 合 に は １ つ 目 と ２ つ 目 の ル ー ル の 組 み 合 わ せ と 言
え る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 上 述 し た 例 で は 、 ユ ー ザ Ａ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 、 （ ド ラ マ ，
ニ ュ ー ス ， バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝ （ 0.44， 0.87， 0.11， 0.01） と い っ た ベ ク ト ル と さ れ た
。 一 方 、 ユ ー ザ Bの ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 、 （ ド ラ マ ， ニ ュ ー ス ， バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝
（ 0.67， 0.24， 0.88， 0.74） と さ れ た 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ Ａ が ユ ー ザ 端 末 １ Ａ を 使 用 し 、 ユ ー ザ Ｂ が ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ を 使 用 し て い る
と さ れ た 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ の 場 合 、 例 え ば 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ の プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ は 、 ユ ー ザ Ａ の ユ ー ザ プ
ロ フ ァ イ ル か ら （ ド ラ マ ， ニ ュ ー ス ） ＝ （ 0.44， 0.87） ま た は （ 0,1） （ 閾 値 0.5の 場 合 ）
と い っ た ベ ク ト ル を 生 成 し 、 こ の ベ ク ト ル を 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と し て サ ー バ ３ に 送
信 す る 。 一 方 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ の プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ は 、 ユ ー ザ Ｂ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ
イ ル か ら ユ ー ザ B（ バ ラ エ テ ィ ， 音 楽 ） ＝ （ 0.88,0.74） ま た は （ 1,1） （ 閾 値 0.5の 場 合 ）
と い っ た ベ ク ト ル を 生 成 し 、 こ の ベ ク ト ル を 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と し て サ ー バ ３ に 送
信 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 以 上 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ が 利 用 可 能 な 加 工 ル ー ル の ３ つ の 例 に つ い て 説 明 し た 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 な お 、 繰 り 返 し に な る が 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ が 利 用 可 能 な 加 工 ル ー ル は 上 述 し た
３ つ の 例 に 限 定 さ れ な い の は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】

10

20

30

40

50

(14) JP 2005-332265 A 2005.12.2



　 ま た 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ は 、 固 定 さ れ た １ つ の 加 工 ル ー ル を 使 用 す る 必 要 は 特 に
無 く 、 複 数 の 加 工 ル ー ル の 中 か ら 所 定 の １ つ を 処 理 対 象 と し て そ の 都 度 決 定 し て 使 用 す る
こ と も で き る 。 さ ら に 、 こ の 場 合 、 複 数 の 加 工 ル ー ル の 中 か ら 所 定 の １ つ を 処 理 対 象 と し
て 決 定 す る 手 法 も 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 操 作 部 １ １ を 操 作 す る こ と で 所 望
の 加 工 ル ー ル を 選 択 す る 手 法 が 利 用 可 能 で あ る 。 或 い は 例 え ば 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ が 自 分 自
身 の 判 断 で そ の 都 度 選 択 す る 手 法 が 利 用 可 能 で あ る 。 特 に 後 者 の 手 法 の 場 合 、 サ ー バ ３ 側
に 対 し て 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 詳 細 を 秘 匿 す る レ ベ ル が さ ら に 上 が る こ と に な る 。 な お
、 自 分 自 身 の 判 断 に よ る 選 択 と は 、 所 定 の ア ル ゴ リ ズ ム に 従 っ て 選 択 す る こ と の 他 、 乱 数
等 を 利 用 し て ラ ン ダ ム に 選 択 す る こ と も 含 む 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 さ ら に 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ の 処 理 の 開 始 タ イ ミ ン グ （ 開 始 ト リ ガ ） は 、 上 述 し た
例 で は 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト の 呈 示 の 指 示 が 操 作 部 １ １ か ら 供 給 さ れ た 時 点 と さ れ た
が 、 こ の 例 に 限 定 さ れ ず 、 任 意 の タ イ ミ ン グ で よ い 。 例 え ば 、 所 定 の 時 間 が 経 過 す る 毎 に
、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ は そ の 処 理 を 実 行 し て も よ い 。 な お 、 こ の 場 合 、 後 述 す る よ う
に 、 所 定 の 時 間 が 経 過 す る 毎 に 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト が 生 成 さ れ 、 ユ ー ザ に 呈 示 さ れ
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の よ う に し て 所 定 の 加 工 ル ー ル に 従 っ て プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ に よ り 生 成 さ れ た 加
工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 、 上 述 し た よ う に 、 通 信 制 御 部 １ ４ と ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て サ
ー バ ３ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 即 ち 、 ユ ー ザ の 個 人 情 報 で あ る ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 、 一 定 の 加 工 ル ー ル に 従 っ て プ ロ
フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ に よ り 加 工 さ れ る の で 、 ユ ー ザ の 手 間 （ 無 駄 な 操 作 ） を 省 く こ と が 可
能 に な る 。 ま た 、 従 来 に お い て は 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル そ の も の が サ ー バ に 送 信 さ れ て い
た が 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル が サ ー バ ３ に 送 信 さ れ る 。 従 っ
て 、 サ ー バ ３ 側 （ 例 え ば 、 そ れ を 管 理 す る サ ー ビ ス 事 業 者 等 ） に 対 し て 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ
イ ル の 詳 細 な 部 分 を 秘 匿 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 さ ら に 、 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル で あ っ て も 、 ユ ー ザ が 操 作 対 象 と し た コ ン テ ン ツ の 履
歴 を 示 す 情 報 で あ る こ と に は 変 わ り は な い の で 、 サ ー バ ３ 側 で あ る 程 度 の 個 人 化 が で き 、
そ の 結 果 、 効 率 的 な 配 信 （ お 勧 め コ ン テ ン ツ そ の も の の 配 信 の と き も あ る し 、 お 勧 め コ ン
テ ン ツ を 示 す 後 述 す る サ ー バ お 勧 め リ ス ト の よ う な 情 報 の と き も あ る ） が 可 能 に な る 。 即
ち 、 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル は 元 の （ 加 工 前 の ） ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル に 比 較 し て デ ー タ 容
量 が 少 な い こ と が 多 い の で 、 こ の よ う な 加 工 プ ロ フ ァ イ ル を 利 用 す る サ ー バ ３ は 、 元 の ユ
ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 利 用 す る 従 来 の サ ー バ に 比 較 し て 、 そ の 処 理 を 高 速 に 行 う こ と が 可 能
に な る 。 ま た 、 後 述 す る 強 調 フ ィ ル タ リ ン グ 処 理 等 多 数 の ユ ー ザ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の
蓄 積 が 必 要 な 場 合 、 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 蓄 積 す る こ と で 、 元 の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル
を 蓄 積 す る よ り も そ の 蓄 積 量 を 削 減 す る こ と が 可 能 に な る 。 換 言 す る と 、 同 一 の 記 憶 容 量
で あ れ ば 、 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 方 が 、 元 の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル に 比 較 し て 多 数 蓄 積
す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 と こ ろ で 、 詳 細 に つ い て は 後 述 す る が 、 サ ー バ ３ は 、 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 受 信 す
る と 、 そ の 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 用 い て 検 索 処 理 や マ ッ チ ン グ 処 理 を 行 う こ と で お 勧
め コ ン テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定 す る 。 そ し て 、 サ ー バ ３ は 、 １ 以 上 の お 勧 め コ ン テ ン ツ
の 候 補 ま た は そ れ ら の 候 補 の 関 連 情 報 を 特 定 可 能 な 情 報 （ メ タ デ ー タ 等 ） が 羅 列 さ れ た リ
ス ト （ 以 下 、 他 の リ ス ト と 区 別 す る た め に 、 サ ー バ お 勧 め リ ス ト と 称 す る ） を 生 成 し 、 ネ
ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て ユ ー ザ 端 末 １ Ａ に 送 信 し て く る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 す る と 、 通 信 制 御 部 １ ４ は 、 そ の サ ー バ お 勧 め リ ス ト を 受 信 し 、 再 マ ッ チ ン グ 部 １ ９ に
供 給 す る 。
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【 ０ １ ０ ２ 】
　 再 マ ッ チ ン グ 部 １ ９ は 、 供 給 さ れ た サ ー バ お 勧 め リ ス ト と 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部
１ ２ に 記 憶 さ れ た ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル と を 用 い て 、 検 索 処 理 や マ ッ チ ン グ 処 理 を 行 う こ と
で お 勧 め コ ン テ ン ツ を １ 以 上 決 定 し 、 そ の 結 果 を リ ス ト 生 成 部 ２ ０ に 通 知 す る 。 換 言 す る
と 、 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 用 い て サ ー バ ３ に よ り 一 次 選 抜 さ れ た お 勧 め コ ン テ ン ツ の
候 補 の 中 か ら 、 加 工 前 の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 用 い て 再 マ ッ チ ン グ 部 １ ９ に よ り 二 次 選 抜
さ れ た コ ン テ ン ツ が 、 最 終 的 な お 勧 め コ ン テ ン ツ と し て 決 定 さ れ る 。 従 っ て 、 図 １ に お い
て 括 弧 書 き で 示 さ れ る よ う に 、 再 マ ッ チ ン グ 部 １ ９ は 、 第 二 次 選 抜 部 １ ９ で あ る と も 言 え
る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 リ ス ト 生 成 部 ２ ０ は 、 再 マ ッ チ ン グ 部 １ ９ に よ り 決 定 さ れ た １ 以 上 の お 勧 め コ ン テ ン ツ
ま た は そ れ ら の お 勧 め コ ン テ ン ツ の 関 連 情 報 を 特 定 可 能 な 情 報 （ 名 称 や 置 場 を 含 む メ タ デ
ー タ 等 ） が 羅 列 さ れ た リ ス ト を 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト と し て 生 成 す る 。 そ し て 、 リ ス
ト 生 成 部 ２ ０ は 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト を 画 像 と し て 呈 示 部 １ ５ に 表 示 さ せ る （ ユ ー ザ
に 呈 示 す る ） 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 以 上 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ の 機 能 的 構 成 例 に つ い て 説 明 し た 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ は 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ 側 の 観 点 に 立 つ と 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ と 必
ず し も 同 様 の 機 能 的 構 成 を 有 す る 必 要 は 無 い が 、 サ ー バ ３ 側 の 観 点 に 立 つ と 、 ユ ー ザ 端 末
１ Ａ と 同 様 の 機 能 的 構 成 を 有 す る と 好 適 で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 サ ー バ ３ は 、 各 ユ ー ザ 毎 に
異 な る 形 態 の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 利 用 す る の で は な く 、 統 一 さ れ た 形 態 の ユ ー ザ プ ロ フ
ァ イ ル （ 加 工 さ れ て は い る が ） を 利 用 す る こ と が で き る よ う に な り 、 そ の 結 果 と し て 、 効
率 的 な 処 理 を 行 う こ と が で き る よ う に な る か ら で あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 次 に 、 サ ー バ ３ の 機 能 的 構 成 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 サ ー バ ３ に は 、 通 信 制 御 部 ３ １ 乃 至 第 一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ が 設 け ら れ て い る
。 通 信 制 御 部 ３ １ 乃 至 第 一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ の そ れ ぞ れ は 、 構 成 が 可 能 で あ れ
ば 、 ソ フ ト ウ エ ア 単 体 で 構 成 し て も よ い し 、 ハ ー ド ウ エ ア 単 体 で 構 成 し て も よ い し 、 或 い
は 、 そ れ ら の 組 合 せ で も よ い 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 通 信 制 御 部 ３ １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 す る 他 の 装 置 （ 図 １ の 例 で は 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ
や １ Ｂ の 他 、 図 示 せ ぬ 装 置 も 含 む ） と の 通 信 を 制 御 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 通 信 制 御 部 ３ １ は 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ ま た は １ Ｂ か ら 送 信 さ れ た 加 工 ユ ー ザ プ ロ
フ ァ イ ル を ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て 受 信 し 、 検 索 /マ ッ チ ン グ 部 ３ ２ と 協 調 フ ィ ル タ リ ン
グ 部 ３ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 通 信 制 御 部 ３ １ は 、 第 一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ に よ り 生 成 さ れ た
上 述 し た サ ー バ お 勧 め リ ス ト や 、 コ ン テ ン ツ 記 憶 部 ３ ３ に 記 憶 さ れ て い る コ ン テ ン ツ の う
ち の ユ ー ザ 端 末 １ Ａ ま た は １ Ｂ に よ り 指 定 さ れ た コ ン テ ン ツ を 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て
ユ ー ザ 端 末 １ Ａ ま た は １ Ｂ に 送 信 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 検 索 /マ ッ チ ン グ 部 ３ ２ は 、 供 給 さ れ た 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 用 い て 、 コ ン テ ン ツ
記 憶 部 ３ ３ に 記 憶 さ れ て い る 各 コ ン テ ン ツ に 対 す る 検 索 処 理 や マ ッ チ ン グ 処 理 を 行 う こ と
で 、 コ ン テ ン ツ 記 憶 部 ３ ３ に 記 憶 さ れ て い る コ ン テ ン ツ の 中 か ら お 勧 め コ ン テ ン ツ の 候 補
を １ 以 上 決 定 し 、 第 一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ に 通 知 す る 。 即 ち 、 検 索 /マ ッ チ ン グ
部 ３ ２ は 、 供 給 さ れ た 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 用 い て 第 一 次 選 抜 を 行 う こ と で お 勧 め コ
ン テ ン ツ の 候 補 を 決 定 し 、 そ の 第 一 次 選 抜 の 結 果 （ お 勧 め コ ン テ ン ツ の 候 補 と し て 選 抜 さ
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れ た コ ン テ ン ツ ） を 第 一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ に 通 知 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 協 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ３ ４ は 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ 若 し く は １ Ｂ ま た は 図 示 せ ぬ 他 の ユ ー ザ
端 末 か ら 送 信 さ れ た 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 通 信 制 御 部 ３ １ を 介 し て 取 得 す る 毎 に 、 そ
の 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 ３ ５ に 順 次 記 憶 さ せ て い く 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 な お 、 図 示 せ ぬ 他 の ユ ー ザ 端 末 が 従 来 の 端 末 で あ る 場 合 （ 本 発 明 が 適 用 さ れ て い な い 場
合 ） 、 加 工 さ れ て い な い ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル が 送 信 さ れ て く る 場 合 も あ る が 、 こ こ で は 、
説 明 の 簡 略 上 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ と １ Ｂ を 含 む 全 て の ユ ー ザ 端 末 か ら 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ
ル が 送 信 さ れ る と す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 即 ち 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 ３ ５ に は 、 複 数 の ユ ー ザ の そ れ ぞ れ の 加 工 ユ ー ザ プ ロ
フ ァ イ ル が 蓄 積 さ れ る （ 記 憶 さ れ る ） こ と に な る 。 こ の 場 合 、 上 述 し た よ う に 、 加 工 ユ ー
ザ プ ロ フ ァ イ ル は 、 加 工 前 の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル に 比 較 し て デ ー タ 容 量 が 少 な い こ と が 多
い の で 、 従 来 の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 に 比 較 し て 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 ３ ５ は
、 少 な い 容 量 で よ り 多 数 の ユ ー ザ の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル （ 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル ） を 蓄
積 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 協 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ３ ４ は ま た 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 ３ ５ に 既 に 記 憶 さ れ て い
る 複 数 の 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 中 か ら 、 現 在 処 理 対 象 と し て い る ユ ー ザ の 加 工 ユ ー ザ
プ ロ フ ァ イ ル と 同 一 ま た は 類 似 の 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 選 択 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 そ し て 、 協 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ３ ４ は 、 こ の よ う に し て ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 ３ ５
の 中 か ら 選 択 さ れ た 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 用 い て 、 コ ン テ ン ツ 記 憶 部 ３ ３ に 記 憶 さ れ
て い る 各 コ ン テ ン ツ に 対 す る 検 索 処 理 や マ ッ チ ン グ 処 理 を 行 う こ と で 、 コ ン テ ン ツ 記 憶 部
３ ３ に 記 憶 さ れ て い る コ ン テ ン ツ の 中 か ら お 勧 め コ ン テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定 し 、 第 一
次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ に 通 知 す る 。 即 ち 、 協 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ３ ４ は 、 こ の よ う
に し て 選 択 さ れ た 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 、 換 言 す る と 、 現 在 処 理 対 象 と し て い る ユ ー ザ
と 同 一 ま た は 類 似 の 嗜 好 を 持 つ ユ ー ザ の 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 用 い て 第 一 次 選 抜 を 行
う こ と で 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ の 候 補 を 決 定 し 、 そ の 第 一 次 選 抜 の 結 果 （ お 勧 め コ ン テ ン ツ
の 候 補 と し て 選 抜 さ れ た コ ン テ ン ツ ） を 第 一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ に 通 知 す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ の よ う に 、 検 索 /マ ッ チ ン グ 部 ３ ２ や 協 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ３ ４ は 、 加 工 ユ ー ザ プ ロ
フ ァ イ ル を 用 い て 各 種 処 理 を 実 行 す る こ と が で き る の で 、 加 工 前 の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を
用 い る 従 来 の 処 理 に 比 較 し て 処 理 量 を 削 減 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 検 索 /マ ッ チ ン グ 部
３ ２ や 協 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ３ ４ を 有 す る サ ー バ ３ は 、 従 来 の サ ー バ に 比 較 し て 、 各 種 処
理 を 高 速 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 検 索 /マ ッ チ ン グ 部 ３ ２ ま た は 強 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ３ ４ に よ り １ 以
上 の お 勧 め コ ン テ ン ツ の 候 補 が 決 定 さ れ 、 そ の こ と が 第 一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ に
通 知 さ れ る と 、 第 一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ は 、 上 述 し た よ う な サ ー バ お 勧 め リ ス ト
を 生 成 し 、 通 信 制 御 部 ３ １ と ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て ユ ー ザ 端 末 １ Ａ ま た は ユ ー ザ 端 末 １
Ｂ に 送 信 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 以 上 、 サ ー バ ３ の 機 能 的 構 成 例 に つ い て 説 明 し た 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ２ の 左 側 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 図 １ の ユ ー ザ 端 末 １ Ａ の 処 理 の う ち の
、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト を ユ ー ザ に 呈 示 す る ま で に 必 要 な 一 連 の 処 理 （ 以 下 、 お 勧 め コ
ン テ ン ツ 決 定 処 理 と 称 す る ） の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 ま た 、 図 ２ の 右 側 の フ ロ ー チ ャ ー
ト を 参 照 し て 、 そ の お 勧 め コ ン テ ン ツ 決 定 処 理 例 に 対 応 す る サ ー バ ３ 側 の 処 理 例 に つ い て
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も 併 せ て 説 明 す る 。 即 ち 、 図 ２ の 左 側 の フ ロ ー チ ャ ー ト は ユ ー ザ 端 末 １ Ａ 側 の お 勧 め コ ン
テ ン ツ 決 定 処 理 の 例 を 示 し て お り 、 図 ２ の 右 側 の フ ロ ー チ ャ ー ト は サ ー バ ３ 側 の 対 応 す る
処 理 の 例 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 な お 、 図 ２ の 左 側 の フ ロ ー チ ャ ー ト か ら 右 側 の フ ロ ー チ ャ ー ト の 方 向 に 引 か れ た 矢 印 お
よ び そ の 逆 方 向 に 引 か れ た 矢 印 は 、 所 定 の 情 報 の 流 れ を 示 し て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト の 呈 示 の 指 示 は 、
操 作 部 １ １ か ら プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ に 供 給 さ れ る 。 こ の た め 、 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト
は 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル が ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に 予 め 記 憶 さ れ て い る こ と が 前
提 と さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 従 っ て 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ に お い て 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト の 呈 示 の 指 示 が 操 作 部 １ １
か ら プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ に 供 給 さ れ る と （ 或 い は 、 上 述 し た よ う に 、 プ ロ フ ァ イ ル 加
工 部 １ ８ 自 身 で 決 定 す る 任 意 の タ イ ミ ン グ で も よ い ） 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ 決 定 処 理 が 開 始
す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ は 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部
１ ７ に 記 憶 さ れ て い る ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 所 定 の 加 工 ル ー ル （ 例 え ば 、 上 述 し た ３ つ の
例 の う ち の い ず れ か ） で 加 工 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 通 信 制 御 部
１ ４ に 供 給 す る 。 な お 、 こ こ で 言 う 加 工 と は 、 上 述 し た よ う に 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 各
項 目 情 報 （ こ こ で は 、 ベ ク ト ル の 各 成 分 値 ） の 加 工 の 他 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル の 各 項 目 の
う ち の 一 部 の 項 目 を 選 択 し て 、 選 択 さ れ た 一 部 の 項 目 か ら 構 成 さ れ る 情 報 （ こ こ で は 、 次
元 が 削 減 さ れ た ベ ク ト ル ） を 生 成 す る こ と も 含 む 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 通 信 制 御 部 １ ４ は 、 供 給 さ れ た 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を ネ ッ
ト ワ ー ク ２ を 介 し て サ ー バ ３ に 送 信 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 サ ー バ ３ の 通 信 制 御 部 ３ １ は 、 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ
イ ル を 受 信 し 、 検 索 /マ ッ チ ン グ 部 ３ ２ と 協 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ３ ４ と の そ れ ぞ れ に 供 給
す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 検 索 /マ ッ チ ン グ 部 ３ ２ と 協 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ３ ４ と の う
ち の 少 な く と も 一 方 は 、 上 述 し た よ う に 、 供 給 さ れ た 加 工 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル に 基 づ い て
、 コ ン テ ン ツ 記 憶 部 ３ ３ の 中 か ら お 勧 め コ ン テ ン ツ の 候 補 を １ 以 上 決 定 し 、 そ の こ と を 第
一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ に 通 知 す る 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ の 処 理 で 、 お 勧 め コ ン
テ ン ツ の 第 一 次 選 抜 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 、 第 一 次 選 抜 結 果 リ ス ト 生 成 部 ３ ６ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ の 処 理
で 決 定 さ れ た １ 以 上 の お 勧 め コ ン テ ン ツ の 候 補 や そ の 関 連 情 報 を 含 む 上 述 し た サ ー バ お 勧
め リ ス ト を 生 成 し 、 通 信 制 御 部 ３ １ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 な お 、 よ り 正 確 に は 上 述 し た よ う に こ こ で は 、 サ ー バ お 勧 め リ ス ト に は 、 お 勧 め コ ン テ
ン ツ の 候 補 や そ の 関 連 情 報 を 特 定 可 能 な 情 報 （ メ タ デ ー タ 等 ） が 含 ま れ る こ と に な る 。 た
だ し 、 サ ー バ お 勧 め リ ス ト に 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ の 候 補 や そ の 関 連 情 報 そ の も の を 含 む こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 通 信 制 御 部 ３ １ は 、 供 給 さ れ た サ ー バ お 勧 め リ ス ト を ネ ッ ト
ワ ー ク ２ を 介 し て ユ ー ザ 端 末 １ Ａ に 送 信 す る 。 こ れ に よ り 、 サ ー バ ３ 側 の 処 理 は 終 了 と な
る 。
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【 ０ １ ３ １ 】
　 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ の 通 信 制 御 部 １ ４ は 、 サ ー バ お 勧 め リ
ス ト を 受 信 し 、 再 マ ッ チ ン グ 部 １ ９ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 再 マ ッ チ ン グ 部 １ ９ は 、 上 述 し た よ う に 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル
記 憶 部 １ ７ に 記 憶 さ れ て い る 加 工 前 の ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル に 基 づ い て 、 サ ー バ お 勧 め リ ス
ト の 中 か ら お 勧 め コ ン テ ン ツ を １ 以 上 決 定 し 、 そ の こ と を リ ス ト 生 成 部 ２ ０ に 通 知 す る 。
即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ の 処 理 で 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ の 第 二 次 選 抜 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 リ ス ト 生 成 部 ２ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ の 処 理 で 決 定 さ れ た １ 以 上
の お 勧 め コ ン テ ン ツ や そ の 関 連 情 報 を 含 む 上 述 し た お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト を 生 成 し 、 呈
示 部 １ ５ か ら ユ ー ザ に 呈 示 す る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 な お 、 よ り 正 確 に は 上 述 し た よ う に こ こ で は 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト に は 、 お 勧 め コ
ン テ ン ツ や そ の 関 連 情 報 を 特 定 可 能 な 情 報 （ メ タ デ ー タ 等 ） が 含 ま れ る こ と に な る 。 こ の
場 合 、 例 え ば 、 １ 以 上 の お 勧 め コ ン テ ン ツ の そ れ ぞ れ の メ タ デ ー タ の 全 部 ま た は 一 部 （ そ
の 名 称 や 存 在 場 所 等 ） が 羅 列 さ れ た リ ス ト が 画 像 と し て 呈 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る こ と に な
る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 た だ し 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト に 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ や そ の 関 連 情 報 そ の も の を 含 む
こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 お 勧 め コ ン テ ン ツ リ ス ト に 1以 上 の お 勧 め コ ン テ ン ツ そ の も
の が 含 ま れ て い る 場 合 、 呈 示 部 １ ５ か ら の ユ ー ザ の 呈 示 と は 、 例 え ば 、 １ 以 上 の お 勧 め コ
ン テ ン ツ の 少 な く と も 一 部 （ サ ム ネ イ ル 用 の 静 止 画 像 含 む ） の そ れ ぞ れ が 順 次 再 生 さ れ る
こ と を 指 す 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 以 上 の 処 理 に よ り 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ 側 の お 勧 め コ ン テ ン ツ 決 定 処 理 も 終 了 と な る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ と Ｓ ５ の 処 理 が 省 略 さ れ 、 そ の 代 わ り に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ の 処 理 で 受
信 さ れ た サ ー バ お 勧 め リ ス ト （ 第 一 次 選 抜 の リ ス ト ） を ユ ー ザ に 呈 示 す る 処 理 を 、 ス テ ッ
プ Ｓ ３ の 後 に 加 え て も よ い 。 こ の 場 合 、 第 一 次 選 抜 の リ ス ト へ の ア ク セ ス （ コ ン テ ン ツ 取
得 の リ ク エ ス ト や 関 連 情 報 の 閲 覧 な ど ） の 操 作 を 、 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 １ ７ に 記 憶
さ れ て い る ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル に 反 映 さ せ る こ と も で き る 。 即 ち 、 そ の 操 作 の 内 容 に 基 づ
い て ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル を 更 新 す る こ と も で き る し 、 そ の 操 作 の 内 容 自 体 を 一 つ の 項 目 情
報 と し て ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル に 追 加 す る こ と も で き る 。 た だ し 、 こ の 操 作 履 歴 は 、 当 然 な
が ら そ の ま ま の 状 態 で は サ ー バ ３ に 送 信 せ ず 、 サ ー バ ３ に 送 信 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、
プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 １ ８ に よ り 加 工 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 以 上 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ と サ ー バ ３ と の 間 の 処 理 と し て 説 明 し た が 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ｂ や そ
の 他 の ユ ー ザ 端 末 も 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ と 同 様 の 機 能 的 構 成 を 有 し て い れ ば 、 図 ２ の 左 側 の
フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 同 様 の 処 理 を 実 行 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 サ ー
バ ３ 側 も 、 図 ２ の 右 側 の フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 対 応 す る 処 理 を 実 行 す る こ と が 可 能 に な
る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た 一 連 の 処 理 は 、 ハ ー ド ウ エ ア に よ り 実 行 さ せ る こ と も で き る が 、 ソ
フ ト ウ エ ア に よ り 実 行 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 こ の 場 合 、 図 １ の ユ ー ザ 端 末 １ Ａ お よ び １ Ｂ 、 並 び に サ ー バ ３ の そ れ ぞ れ は 、 例 え ば 、
図 ３ に 示 さ れ る よ う な パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 図 ３ に お い て 、 CPU（ Central Processing Unit） １ ０ １ は 、 ROM（ Read Only Memory）
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１ ０ ２ に 記 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム 、 ま た は 記 憶 部 １ ０ ８ か ら RAM（ Random Access Memor
y） １ ０ ３ に ロ ー ド さ れ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 。 RAM１ ０ ３ に は ま た
、 CPU１ ０ １ が 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 上 に お い て 必 要 な デ ー タ な ど も 適 宜 記 憶 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 CPU１ ０ １ 、 ROM１ ０ ２ 、 お よ び RAM１ ０ ３ は 、 バ ス １ ０ ４ を 介 し て 相 互 に 接 続 さ れ て い
る 。 こ の バ ス １ ０ ４ に は ま た 、 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ５ も 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ５ に は 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウ ス な ど よ り な る 入 力 部 １ ０ ６ 、 デ
ィ ス プ レ イ な ど よ り な る 出 力 部 １ ０ ７ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク な ど よ り 構 成 さ れ る 記 憶 部 １ ０ ８
、 お よ び 、 モ デ ム 、 タ ー ミ ナ ル ア ダ プ タ な ど よ り 構 成 さ れ る 通 信 部 １ ０ ９ が 接 続 さ れ て い
る 。 通 信 部 １ ０ ９ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 含 む ネ ッ ト ワ ー ク （ 例 え ば 、 図 １ の ネ ッ ト ワ ー ク
２ ） を 介 し て 他 の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 ユ ー ザ 端 末 １ Ａ に 着 目 し た 場 合 に は サ ー バ ３ 等
で あ り 、 サ ー バ ３ に 着 目 し た 場 合 に は ユ ー ザ 端 末 １ Ａ ま た は １ Ｂ で あ る ） と の 通 信 処 理 を
行 う 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ５ に は ま た 、 必 要 に 応 じ て ド ラ イ ブ １ １ ０ が 接 続 さ れ 、 磁 気
デ ィ ス ク 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 、 或 い は 半 導 体 メ モ リ な ど よ り な る リ ム ー バ ブ ル
記 録 媒 体 １ １ １ が 適 宜 装 着 さ れ 、 そ れ ら か ら 読 み 出 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム が 、 必
要 に 応 じ て 記 憶 部 １ ０ ８ に イ ン ス ト ー ル さ れ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 一 連 の 処 理 を ソ フ ト ウ エ ア に よ り 実 行 さ せ る 場 合 に は 、 そ の ソ フ ト ウ エ ア を 構 成 す る プ
ロ グ ラ ム が 、 専 用 の ハ ー ド ウ エ ア に 組 み 込 ま れ て い る コ ン ピ ュ ー タ 、 ま た は 、 各 種 の プ ロ
グ ラ ム を イ ン ス ト ー ル す る こ と で 、 各 種 の 機 能 を 実 行 す る こ と が 可 能 な 、 例 え ば 汎 用 の パ
ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど に 、 ネ ッ ト ワ ー ク や 記 録 媒 体 か ら イ ン ス ト ー ル さ れ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 こ の よ う な プ ロ グ ラ ム を 含 む 記 録 媒 体 は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 装 置 本 体 と は 別 に 、
ユ ー ザ に プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る た め に 配 布 さ れ る 、 プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る 磁 気 デ ィ
ス ク （ フ ロ ッ ピ デ ィ ス ク を 含 む ） 、 光 デ ィ ス ク （ CD-ROM(Compact Disk-Read Only Memory
),DVD(Digital Versatile Disk)を 含 む ） 、 光 磁 気 デ ィ ス ク （ Ｍ Ｄ （ Mini-Disk） を 含 む ）
、 も し く は 半 導 体 メ モ リ な ど よ り な る リ ム ー バ ブ ル 記 録 媒 体 （ パ ッ ケ ー ジ メ デ ィ ア ） １ １
１ に よ り 構 成 さ れ る だ け で な く 、 装 置 本 体 に 予 め 組 み 込 ま れ た 状 態 で ユ ー ザ に 提 供 さ れ る
、 プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る ROM１ ０ ２ や 、 記 憶 部 １ ０ ８ に 含 ま れ る ハ ー ド デ ィ ス ク な
ど で 構 成 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ る プ ロ グ ラ ム を 記 述 す る ス テ ッ プ は 、 そ
の 順 序 に 沿 っ て 時 系 列 的 に 行 わ れ る 処 理 は も ち ろ ん 、 必 ず し も 時 系 列 的 に 処 理 さ れ な く と
も 、 並 列 的 あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ る 処 理 を も 含 む も の で あ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ま た 、 本 明 細 書 に お い て 、 シ ス テ ム と は 、 複 数 の 装 置 や 処 理 部 に よ り 構 成 さ れ る 装 置 全
体 を 表 す も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 情 報 処 理 シ ス テ ム の 機 能 的 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 情 報 処 理 シ ス テ ム を 構 成 す る ユ ー ザ 装 置 が 実 行 す る お 勧 め コ ン テ ン ツ 決 定
処 理 の 例 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト と 、 そ の お 勧 め コ ン テ ン ツ 決 定 処 理 に 対 応 す る サ ー バ
側 の 処 理 例 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 情 報 処 理 装 置 （ 図 １ の ユ ー ザ 装 置 や サ ー バ 等 ） の ハ ー ド ウ エ
ア の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ５ ０ 】
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　 １ Ａ ， １ Ｂ 　 ユ ー ザ 端 末 ， 　 ２ 　 ネ ッ ト ワ ー ク ， 　 ３ 　 サ ー バ ， 　 １ １ 　 操 作 部 ， 　 １
２ 　 コ ン テ ン ツ 処 理 部 ， 　 １ ３ 　 コ ン テ ン ツ 記 憶 部 ， 　 １ ４ 　 通 信 制 御 部 ， 　 １ ５ 　 呈 示
部 ， 　 １ ６ 　 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 生 成 部 ， 　 １ ７ 　 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 ， 　 １ ８ 　
プ ロ フ ァ イ ル 加 工 部 ， 　 １ ９ 　 再 マ ッ チ ン グ 部 （ 第 二 次 選 抜 部 ） ， 　 ２ ０ 　 リ ス ト 生 成 部
， 　 ３ １ 　 通 信 制 御 部 ， 　 ３ ２ 　 検 索 /マ ッ チ ン グ 部 ， 　 ３ ３ 　 コ ン テ ン ツ 記 憶 部 ， 　 ３
４ 　 協 調 フ ィ ル タ リ ン グ 部 ， ３ ５ 　 　 ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 記 憶 部 ， 　 ３ ６ 　 第 一 次 選 抜 結
果 リ ス ト 生 成 部 ， 　 １ ０ １ 　 CPU， 　 １ ０ ２ 　 ROM， 　 １ ０ ３ 　 RAM， 　 １ ０ ８ 　 記 憶 部 ，
　 １ １ １ 　 リ ム ー バ ブ ル 記 録 媒 体

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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